
【絵本】
もりのおふとん
　　　　　　　西村敏雄　作
　森の中に大きなふとんがあ
りました。ライオンがやって
きて、ふとんに入ってみたら

「ふかふかおふとん、いいき
もち！」そこへ、ワニ、こぶ
たと、動物たちがつぎつぎに
やってきて…。
　　　　出版社…福音館書店

【一般書】
礼節を磨くとなぜ人が集まる
のか
　　　　　　七篠千恵美　著
　相手ファーストな考え方
で、仕事も日常も上手くい
く！　1,000人以上を指導し
た「CAの教官」が、どんな
状況でも節度ある心を保つ方
法と、その心を適切に表現す
る方法、礼節のない人への対
処法を披露する。
　　　　出版社…青春出版社

【一般書/小説】
いつの空にも星が出ていた
　　　　　　佐藤多佳子　著
　高校の先生、家業の電気店
を継いだ若者、少年野球の
ピッチャー、洋食店のシェ
フ。一見つながりのない人た
ちを結んでいる、強くてまっ
すぐな気持ち！　熱くてかぎ
りなく純粋な、人生と応援の
物語。
　　　　　　出版社…講談社

【児童書】
へんくつさんのお茶会
　　　　　　　　楠章子　作
　ぽっこり山のふもとに一軒
のおいしいパン屋さんがあり
ました。店主は、とてもへん
くつなおばあさんで…。
　小人や動物たちがやってく
る、ちいさなパン屋のぬくも
りあふれる物語。
　　　　出版社…学研プラス
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　八俣小学校は明治6年、東山田小学校として開校し、後に八俣
尋常小学校に改称されました。大正9年に赤松校舎と沼影校舎に
分かれ、昭和18年に沼影校舎に統合。現在の校舎は、昭和53年
に建て替えられたものです。

【募集】このコーナーに掲載する昔の総和地区の写真を探しています。お持
ちの人は シティプロモーション課(℡92-3111)までご連絡ください。

昭和40年代

　
平
成
2(

１
９
９
０)
年
11
月
3
日
、

古
河
城
出
城
跡
に
開
館
し
た
古
河
歴
史

博
物
館
は
、
昨
年
30
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
で
は
も
う
古
河

の
ま
ち
に
な
じ
み
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

親
し
ま
れ
て
い
る
博
物
館
で
す
が
、
こ

の
建
物
を
設
計
し
た
人
物
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

　

設
計
者
は
、
吉
田
桂
二(

１
９
３
０

～
２
０
１
５
年)

。
長
年
に
わ
た
り
、

古
河
の
ま
ち
づ
く
り
に
深
く
関
わ
っ
て

き
た
建
築
家
で
す
。
民
家
の
研
究
家
で

も
あ
り
、
全
国
町
並
み
保
存
連
盟
顧
問

や
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
保
存
活

用
委
員
な
ど
を
務
め
、
木
造
建
築
設
計

の
第
一
人
者
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
存
と
創
造
を
つ
な
ぐ
建
築

　
吉
田
氏
は
岐
阜
県
生
ま
れ
。
東
京
藝

術
大
学
建
築
科
を
卒
業
後
、
建
設
工
学

研
究
会
・
池
辺
研
究
室
入
所
を
経
て
、

昭
和
32(

１
９
５
７)

年
、
３
人
の
建
築

家
と
と
も
に
、
後
の
連
合
設
計
社
市い

ち

谷が
や

建
築
事
務
所
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
昭
和
38(

１
９
６
３)

年
の
地
中
海
へ

の
旅
行
を
皮
切
り
に
、
日
本
国
内
を
含

む
世
界
の
民
家
・
集
落
を
旅
し
た
吉
田

氏
は
、
建
造
物
と
い
う
も
の
が
自
然
や

人
間
の
営
み
、
歴
史
の
堆
積
と
し
て

の
風
土
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
た
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和

51(

１
９
７
６)

年
、
廃
村
に
な
っ
て
い

た
長
野
県
の
大お

お

平だ
い
ら

宿
を
初
め
て
訪
れ

る
機
会
を
得
ま
し
た
。
そ
の
後
、
非
常

勤
講
師
を
務
め
て
い
た
日
本
大
学
の
学

生
た
ち
と
数
年
に
わ
た
り
調
査
を
行
い

ま
す
。
以
降
、
大
平
宿
の
保
存
運
動
に

関
わ
り
ま
す
が
、こ
の
活
動
を
契
機
に
、

保
存
と
創
造
の
両
立
を
目
指
し
た
設
計

活
動
を
実
践
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

古
河
の
ま
ち
づ
く
り
へ

　
さ
て
、
建
築
家
吉
田
桂
二
と
古
河
の

ま
ち
と
の
出
会
い
は
、
西
鎌
倉
に
住
む

古
河
出
身
の
人
物
の
住
宅
設
計
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
そ
の
つ
な
が
り
か
ら
、

古
河
市
で
個
人
邸
宅
を
設
計
す
る
よ
う

に
な
り
、
後
の
古
河
市
長
の
住
宅
を
手

が
け
た
頃
か
ら
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
初

め
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
立
場
で
関
わ
り
、
古
河
の
風
土

を
知
り
尽
く
し
た
上
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
、
よ
こ
ま
ち
柳
通

り
、
古
河
駅
東
口
広
場
に
あ
る
あ
ず
ま

や
「
ゆ
き
は
な
」
な
ど
、
多
く
の
公
共

建
築
の
設
計
に
携
わ
り
ま
し
た
。

古
河
歴
史
博
物
館
の
建
設

　
古
河
歴
史
博
物
館
は
、
当
時
の
自
治

省
が
地
域
振
興
の
目
的
で
進
め
て
い
た

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
吉

田
氏
は
、
そ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
調
査
研
究
委
員
会
の
委
員
長

を
務
め
、
古
河
の
歴
史
や
文
化
、
風
土

に
理
解
が
深
い
こ
と
か
ら
博
物
館
の
設

計
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
古
河
に
伝
わ
る
鷹た

か

見み

泉せ
ん

石せ
き

資
料
を
展

示
の
核
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
建
設
地

と
し
て
、
あ
え
て
狭き

ょ
う

隘あ
い

な
古
河
城
出
城

跡
地
を
選
定
。
そ
し
て
、
隣
接
す
る
鷹

見
家
の
屋
敷
を
別
館
と
し
て
復
元
し
ま

す
。
本
館
の
外
観
は
、
周
辺
環
境
に
融

和
し
た
建
物
と
な
る
よ
う
古
河
の
ま
ち

に
自
然
に
形
成
さ
れ
た
歴
史
的
景
観
を

取
り
入
れ
、
蔵
造
り
を
模
し
た
棟
が
連

な
り
、
建
物
が
ひ
と
つ
の
町
並
み
を
構

成
す
る
よ
う
な
設
計
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
4(

１
９
９
２)

年
、
吉
田
氏
は

こ
の
博
物
館
と
周
辺
の
修
景
に
お
け
る

歴
史
的
景
観
保
存
へ
の
配
慮
、
地
域
に

密
着
し
た
設
計
が
評
価
さ
れ
、
日
本
建

築
学
会
賞(

作
品)

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
当
館
で
は
、
建
築
家
吉
田
桂
二
の
企

画
展
を
5
月
5
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
古
河
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と

な
っ
た
吉
田
桂
二
設
計
の
建
物
を
、
市

内
公
共
建
築
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

古
河
歴
史
博
物
館
学
芸
員
　
倉
井
直
子

建
築
家 

吉
田
桂
二
と
古
河
の
ま
ち
づ
く
り

▲吉田桂二画「古河歴史博物館」
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